
ジェトロ京都だより

〜
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
作
成
し
よ
う
！

９
月
の
台
風
21
号
で
は
、近
畿
地
方
で
記
録
的
な
暴

風
と
高
潮
を
記
録
し
、建
物
や
屋
外
設
備
に
大
き
な
損

害
が
発
生
し
ま
し
た
。関
西
国
際
空
港
の
一
時
閉
鎖
に

よ
り
人
の
移
動
と
物
流
に
一
定
の
影
響
が
出
ま
し
た
。

１０
月
の
胆
振
東
部
地
震
で
は
、主
力
の
火
力
発
電
所

が
停
止
し
、全
道
で
大
規
模
停
電（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）

と
い
う
未
曾
有
の
事
態
に
な
り
、各
方
面
で
多
大
な
影

響
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
災
害
の
頻
発
に
備
え
る
た
め
に
は
、防

災
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
適
切
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

策
定・見
直
し
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、

地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
策
定
さ
れ
る
こ

と
が
大
半
で
す
。京
都
で
あ
れ
ば
、花
折
断
層
帯
の
地

震
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
が
策
定
の
ト
リ
ガ
ー

と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
は
、水
害
、台
風
、大

規
模
停
電
な
ど
に
つ
い
て
、あ
ら
た
に
一
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
下
に
地
震
と
水
害
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
け
る
共
通
点
、

相
違
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。

●
基
本
方
針（
人
命
の
安
全
、事
業
の
継
続
、

　
地
域
貢
献
な
ど
）

●
主
要
な
製
品・サ
ー
ビ
ス
、重
要
業
務

●
業
務
に
必
要
な
経
営
資
源

●
事
業
継
続
戦
略

●
有
事
の
対
応
組
織

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
骨
格
を
な
す
方
針
、戦
略
、組
織
体
制
等

は
、リ
ス
ク
の
違
い
に
よ
ら
ず
共
通
で
す
。

●
地
震
は
突
発
的
に
発
生
、風
水
害
は
気
象
庁
か
ら

　
台
風
進
路
や
集
中
豪
雨
の
発
生
が
予
報
さ
れ
る
。

●
直
前
対
応
、お
よ
び
初
動
対
応
の
手
順

●
ハ
ー
ド
面
を
中
心
と
し
た
事
前
対
策

有
事
対
応
や
事
前
対
策
は
リ
ス
ク
に
応
じ
て
異
な

り
ま
す
。

大
規
模
停
電
で
電
力
が
供
給
さ
れ
な
い
、空
港
や
港

湾
施
設
が
使
用
で
き
な
い
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
か
ら
部
品
が

調
達
で
き
な
い
、従
業
員
が
出
勤
で
き
な
い
、生
産
設

備
が
被
害
を
受
け
た
な
ど
の
状
況
は
、地
震
で
も
そ
の

他
の
災
害
で
も
発
生
す
る
こ
と
で
す
。重
要
な
経
営
資

源
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
ト
リ
ガ
ー
に
し
て
、い
わ
ゆ
る

結
果
事
象
に
対
応
で
き
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
し
て
お
く
こ
と

で
、ど
ん
な
災
害
が
来
て
も
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

今
年
起
き
た
５
つ
の
災
害

様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る

５つの災害

大阪北部地震

西日本豪雨

台風２１号

北海道胆振東部地震

台風２４号

６月１８日(月) 朝

７月５日（木）～8日(日)

９月４日(火) 四国上陸、関西再上陸　

９月６日(木) 夜

９月３０日(日) 紀伊半島上陸

特集
6
月
の
大
阪
北
部
地
震
は
、平
日
の
朝
発
生
し
た
地

震
で
、交
通
機
関
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
か
ら
社
員
を

出
社
さ
せ
る
べ
き
か
の
議
論
を
呼
び
ま
し
た
。７
月
の

西
日
本
豪
雨
で
は
、特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
る
中
、当

地
で
も
桂
川
氾
濫
の
再
来
が
心
配
さ
れ
、岡
山
県
、広

島
県
、愛
媛
県
な
ど
西
日
本
を
中
心
に
洪
水
、お
よ
び

土
砂
災
害
が
発
生
し
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。避
難

行
動
に
混
乱
が
み
ら
れ
、気
象
に
関
す
る
情
報
、お
よ

び
避
難
に
関
す
る
情
報
の
正
し
い
理
解
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、鉄
道
お
よ
び
道
路
の
寸

断
に
よ
り
、社
員
が
出
社
で
き
な
い
、物
流
が
混
乱
す

る
な
ど
の
影
響
が
出
ま
し
た
。

BCPについてＢ
Ｃ
Ｐ
と
は
事
業
継
続
計
画
の
略
で
、事
故
や
災
害

な
ど
の
不
測
の
事
態
が
発
生
し
て
も
、重
要
な
事
業
を

中
断
さ
せ
な
い
、ま
た
は
可
能
な
限
り
短
い
期
間
で
復

旧
せ
る
た
め
の
計
画
を
言
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

飲み方や料理とのペアリングの「提案」が重要
試飲では、フレッシュなものや熟成したもの、発泡酒など様々なタイプの日本酒が提供され、

好評を得るとともに好みの味を求める姿が見られました。他方、日本酒は日常的な消費にまで馴

染んでいないのが現状です。日本からの輸出コストや流通経費を加えると高額になり、普段の食

事で飲むワイン価格と比べると、高額なイメージがあるといったコメントが多く聞かれます。

さらに市場を拡大していくには、客の予算感や料理のメニューに合わせ、レストラン側で適切

な「提案」をすることが重要な役割を担っています。日本酒は、和食以外に特定の料理から連想さ

れにくい、また風味がイメージしにくいため、まずはソムリエやウェイターなどのレストラン関

係者や卸業者に適切な日本酒の知識を理解してもらうことが重要。日本酒の味に加え、日本酒の

選び方や提供の仕方、料理とのペアリングなどの「提案」によって、一般消費者には日本酒がより

身近な選択肢となるのではと考えています。実際に、月桂冠（株）のブースでは、生牡蠣と日本酒

とのペアリングを行い、注目を集めました。

ワインツーリズムに倣い、伏見ファンを育てる
来場したソムリエの方からは、「ワインには、テロワール（ワイン製造を取り巻く場所、気候、

土壌などすべての自然環境）の概念があって、日本酒造りもそれに通じるところがある」といっ

たコメントがありました。

世界に目を向けると、「ワインと言えばボルドー」など、産地と結びついた酒類のブランディ

ングがなされています。こうした地域では、インバウンド客へ向けた「ワインツーリズム」にメー

カーや観光関係者、行政などが一体で取り組んでおり、ワイナリーの見学や試飲ツアー、産地の

人々との交流を通じて理解を深め、ファンを育てるという取り組みがなされています。

伏見は、日本有数の日本酒産地である一方、外国人観光客にとって「伏見の日本酒」の認知度

や、伏見の街への誘客は十分とは言えないのが現状です。Salon Du Sake 出展後は、伏見酒造

メーカー関係者とワインツーリズムの先進地ボルドーを視察しました。伏見における「日本酒

ツーリズム」の振興によって、外国の方々にも日本酒を身近に楽しんでもらえる環境づくりが

できれば、海外での日本酒の市場拡大に貢献できると考えています。

所 在 地／〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134
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【問合せ先】
日本貿易振興機構（JETRO）
京都貿易情報センター

盛り上がるフランスの日本酒市場 ! ワインから学べ !!
和食は、2013年ユネスコ無形文化遺産登録などを受け、世界的ブームとなっており、それに伴い日本酒の海外市場も拡大しています。フラ
ンスでも、近年日本酒人気は著しく、日本からフランスへの清酒輸出量は2017年には約266,000リットルと、5年前の約2.3倍に伸びて
います。和食店での提供だけでなく、高級フレンチレストランやフュージョン系レストラン、ワイン系の卸業者が取扱いを始めるといった
例が増えています。こうした機会を捉え、ジェトロ京都では、伏見酒造組合の協力のもと、伏見の酒造メーカー 6社の「Salon Du Sake（サ
ロン・ド・サケ）」出展をサポートし、フランスでの PR を行いました。一般消費者だけでなく酒類の卸売業者やレストラン関係者、ソムリエ
などが来場し、試飲を通じて商談を行いました。
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来場者の人気投票で月の桂の純米大吟醸「柳」がグランプリ！
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